
10月1日からの「消費税率及び地方消費税率の引上げ」に伴い、施設使用料が
改定される予定です。

プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「11月下旬発行予定」です。12月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。[9月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和元年7月31日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。

まちかどコンサート
季節を感じるコンサート
合人社ウェンディひと・まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）では、

年3回「まちかどコンサート」を開催しています。このコンサートは、音
楽活動をしている生涯学習グループや市民活動団体の、日頃の成果の
発表の場として、また、市民の皆さんが気軽に立ち寄れる雰囲気づく
りとして開催しています。
3月9日（土）に開催したコンサートでは、エリザベト音楽大学演奏学

科を卒業後、同大学大学院に在学中また広島市内を中心に活動され
ている、3人に出演していただきました。司会が紹介後、早速3人で「愛
の挨拶」「乾杯の歌」2曲を演奏、そのあとは各楽器の独奏も含めて全
11曲を演奏していただきました。曲に関するエピソードなども交えなが
らのコンサートで、来場された皆さんは3
人の奏でる音色にじっと耳を傾けました。
今年度は12月と3月に開催を予定してい

ます。詳細が決まりましたら、ホームページやメルマガなどで情報を
発信していきますので、興味のある方はチェックをしてみてください。
みなさんのご来場お待ちしております。

ちょっとお得なプラザの利用
生涯学習や市民活動でプラザをご利用の皆

さまへ、ちょっとお得なご案内です。
（1）利用日当日割引
合人社ウエンディひと・まちプラザ（まちづく

り市民交流プラザ）の有料部屋（会議室・ギャ
ラリー・研修室・スタジオ・調整室・実習室）を
利用日当日にご予約いただいた場合、利用料
金の割引が受けられます。
通常の一般利用料金の60%の額（10円未満切上）でご利用いただ

けます。
（例）会議室を2時間ご利用の場合、通常利用料金840円が利用日当日
料金510円になります。
ただし、次のご利用は割引が適用されません。

・商業利用の場合
・利用日当日に利用時間を延長した延長分
・事前に予約した利用をキャンセルし、利用日当日に再申請した場合
※詳細はお問合せください。

（2）夜間割引
午後9時～10時の時間帯をご利用の場合、利用料金の60％の額（10

円未満切上）でご利用いただけます。
ただし、商業利用は対象外です。
部 屋の空き状 況は、「ひろしま公共施 設 予 約サービス

（https://yoyaku.e-harp.jp/hiroshima/）」でもご確認いただけます。
どうぞご利用ください！

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

▲昨年度のコンサートチラシ▲昨年度の演奏中の様子
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広島市
青少年
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自然と向き合い、
災害へ備える

CLOSE UP

「森を育てる」「人を育て
る」「ボランティア精神を育

てる」

自然と共存し災害に強い
地域づくりの一助を担う

NPO法人ひろしま人
と樹の会

「森を育む 人を育む 森で遊ぶ」

自然の良い所だけではなく、自然の持つ
脅威も伝える

NPO法人ひろしま自然学校

子ども、障害のある人、地域の人が共につながるまちを目指して長年活動

認定NPO法人コミュニティリーダーひゅーるぽん
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「森を育む 人を育む 森で遊ぶ」
自然の良い所だけではなく、
自然の持つ脅威も伝える

NPO法人ひろしま自然学校 http://moricafe.sakura.ne.jp/htdocs/

広島市でも甚大な被害があった平成30年7月豪雨災害から一年。災害と日常は隣り合わせ、
自然災害はいつ起きるかわかりません。日頃から自然と向き合い、活動している団体を紹介します。

自然と向き合い、災害へ備える

年間を通して楽しめるさまざまなプログラム
「森を育む 人を育む 森で遊ぶ」をテーマに、里山整備や人材

育成、環境教育・自然体験活動を実践し活動しているのが、
「NPO法人ひろしま自然学校」です。

「もともとは、代表理事の志賀誠治が平成2年頃から環境分野
の活動に取り組んでいたのですが、次第にその活動が広がり、多
様な人が関わるようになったことから、NPO法人を立ち上げました。
主な活動の場は山県郡北広島町の10ヘクタールの森「ろうきん森
の学校」です。労働金庫連合会の社会貢献活動として平成17年

に開校し「NPO法人ひろしま自然学校」が
委託運営しています」と研究員の花村育海
さん。

ろうきん森の学校を活動拠点にして、毎
年夏には小中学生を対象に、夏休みの2週
間を共同生活する長期キャンプ「夏の分校

　ヶ月」、秋にはカヌー、ツ
リークライミング、木工クラフト
などの自然体験や森のコン
サートなど、1日里山でゆった
り楽しく過ごせる「森の学校
フェスティバル」を開催。その
ほか四季の山菜の収穫や料理を通してお腹も心も満たされる「森
カフェ」や、小麦の植え付けから収穫、パン焼きまで行う「小麦プ
ロジェクト」などの自然体験、里山の生活体験も実施。また毎週木
曜日にボランティアが植林や育樹、間伐、草刈、林道整備、樹木
の名札かけ、鳥の巣箱作りなどの森の整備を続けていることで、
地域の森林の持つ多面的機能を取り戻しています。

日頃の経験を活かし災害時に活動
日頃は、豊かな森の再生や環境教育活動に取り組んでいる皆

さんも、平成30年7月に発生した豪雨災害では、広島市安佐北区

CLOSE
UP

▲ 三田地区ボランティアセンター運営サポートの様子（平成30年7月）

森の学校
フェスティバル
の様子

▲ ボランティアによる土砂掻きの様子
　（平成30年7月）

▲ 小麦プロジェクト

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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▶NPO法人ひろしま自然学校

竹林整備の様子

▶NPO法人ひろしま人と樹の会

口田地区
ボランティアセンター
支援の様子

▶認定NPO法人コミュニティリーダーひゅーるぽん

10 H㎡助成支援団体のご紹介
▶特定非営利活動法人ワーカーズコープ広島支部
　木こり屋 Bun Bun Baum
▶弘億団地自主防災会

09 H㎡助成団体決定！

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶坂井 紀予さん
▶桝本 純子さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶被災後、復旧のカギは人
　～住民・ボランティア・企業・行政～

らしっくコラム
▶災害に強い、たおやかな社会へ
　広島大学大学院国際協力研究科 教授
　藤原 章正

11 情報の森

15 プラザ通信

夏の分校　 ヶ月の様子1―2

1―2

▲ 研究員の花村育海さん

06 ようこそ！公民館へ
▶安芸区内公民館

でボランティア活動に携わりました。
「安佐北区は、平成26年の豪雨災害の経験もあり、区災害ボ

ランティアセンターが立ちあがるよりも先に、各地区が自発的にボラ
ンティアセンターを立ち上げて、地域の住民同士が助け合って活
動していました。しかし昨年の災害は、被災場所が広範囲に点
在していたこともあり、当初はボランティアが集まりにくい状況でし
た。そこで私たちも独自に週末ごとに土砂掻きをするボランティアを
募集し、日頃からNPO法人ひろしま自然学校の活動に協力をして
いただいている方 を々中心に、7月に約90人のボランティアを派遣
しました」と花村さん。

また「広島市災害ボランティア活動連絡調整会議」に加盟して
いることもあり、志賀さんは区災害ボランティアセンターの運営支援
を、花村さんは地元の安佐北区白木町三田地区のボランティアセ
ンターの運営をサポートしたそうです。各地区では、その後も今回
の経験を活かし、状況に応じたマニュアル作りや対策をしている
そうです。

このような災害時に迅速な活動ができるのも、日頃から自然と関
わっている団体ならではの利点と言えるかもしれません。

また、昨年の災害経験を踏まえて、災害発生から人命救助に
おいてひとつの目安となる48時間の中で、いかに対処していくの
かを実体験する防災キャンプの実施を計画しています。
「いつ起きるか予測がつかない自然災害と、どう向き合っていく

のか。今回、地域の方々の日頃の関係から生まれる「地域力」を
感じました。私たちが自然と関わる中で、日頃から自然と、地域と、
人としっかり向き合うことが改めて大切なことだと、昨年の災害を
通して再認識しました。そのために、私たちは、里山整備の重要
性を伝えるとともに、自然の持つ脅威や自分たちの身を守るための
関係性の紡ぎ直しについても研究して、発信していきたいですね」
と花村さんは話してくれました。

常に自然と向き合い、そし
て受入れる寛容さを持ち合わ
せ、自然との懸け橋となってい
る皆さんの活動に今後も期待
します。

が せい じし

むら いく みはな

0201



子どもの発達支援、障害者支援、ボランティア
育成などさまざまな活動に取り組む

昭和56年7月に、障害を持つ子どもたちのいきいきとした生活と、
社会参加を支援したいという強い思いから結成された「コミュニ
ティリーダーひゅーるぽん」。こども発達支援センターとして、障害
のある子どもや、学校に通うのが難しい子どもの支援や相談を中
心に活動しています。

平成7年の阪神・淡路大震災では、発生直後に現地へボラン
ティア活動に入ったことをきっかけに、その後は災害・防災ボラン
ティア活動にも積極的に取り組むようになります。平成23年の東日
本大震災から「広島市災害ボランティア活動連絡調整会議」のメ
ンバーとして活動し、平成26年の豪雨災害時は事務所のある広
島市安佐南区を中心にボランティア活動を行いました。長年の公
共性の高い活動が認められ、平成30年3月には一定の基準を満
たした団体として認定NPO法人に。現在は、ボランティア活動希
望者と現地のニーズを調整するボランティアコーディネーターとして
の役割も果たしています。

地域の思いを大切にし
専門職としての強みを発揮

平成30年7月の豪雨災害時には、まずひゅーるぽんに通う障害
のある人たちの安全を確認。翌日には、理事長の川口隆司さんと
スタッフで社会福祉士の小林亜希子さんが広島市安佐北区の被
災地に行き、対応を検討しました。
「驚いたのは、まだボランティアセンターが立ちあがっていないに

も関わらず、中学生や高校生が長靴を履き、手にはスコップを持っ
て被災地に向かっていたんです。平成26年のボランティア活動の

記憶が彼らにもちゃんと継承
されていたんですね。私たち
も大変勇気づけられ、この思
いは、地域の皆さんが自発
的に立ち上げた口田地区ボ
ランティアセンターへの支援
へと繋がっていきました」と川
口さんは語ります。

スタッフで保健師の飯田宏美さんは災害で看護師が不足して
いたため全国各地で活動する訪問ボランティアナースの会「キャン
ナス」へ要請。熊本から看護師を派遣してもらい、一緒にボラン
ティアセンターで活動しました。「避難所やボランティアセンターで
の看護師の活動は、衛生管理や救護など役割は大きいと感じまし
た。またボランティアや被災された方からも看護師がいることは心
強いという声も聞きました」。飯田さんは、ボランティア現場での専
門職の必要性について話してくれました。
また被災された方が、お子さんの困りごとの相談を無料で安心

してできる体制を整え、社会福祉士、保育士、保健師などの専門
職が相談を受けました。
「住民が主体となって活動を始めた、口田地区ボランティアセン

ターの運営支援では、地域の思いを大切にし、専門職としての視
点で、行政や各専門機関とを結ぶ役割が重要であり、日頃から
地域とのつながりが大切だと感じました。さらに、障害などの理由
から、慣れない場所に抵抗があり避難所へ行くのが難しい場合も
あります。こうしたことも、地域住民がお互い知っておくことができ
ればいいなとも感じました」と小林さんと飯田さん。

日常からは予測できない自然災害が起きた時こそ、地域のつな
がりの重要性を実感します。皆さんのように日頃から地域で活動
することの大切さを感じました。

NPO法人ひろしま人と樹の会

広島の森林を守り、育てる活動
平成4年、森林保全活動を目的に森林ボランティア団体を結成、

その後、法人化したのが「NPO法人ひろしま人と樹の会」です。
前身となる森林ボランティア団体では、平成7年に広島県立中

央森林公園（三原市）で開催された「第46回全国植樹祭」にもサ
ポートとして運営に携ります。「会場整備を行うため、会場周辺と
県内各地を調査したところ、マツクイ虫の影響で松枯れ被害が数
多く発生し景観も損ねており、早急な対策が求められていました。
そこで、公務員や会社員、主婦など幅広い層の約200人が森林
整備のために集まりました」と語るのは、事務局長の櫻井充弘さん。

無事に全国植樹祭開催のサポートを終えた後も、県内各地の
森林ボランティアの活動に取り組み、平成25年には多様化する社
会のニーズに応えるためにもNPO法人化。現在は月に2～3回、
県内各地の森林の間伐・枝打ち・草刈りなどの保全活動、炭焼き、
自然道整備、自然観察会、シイタケ作り、里山管理などさまざまな
ボランティア活動を行っています。

災害を通して感じた、森づくりの在り方
普段から積極的に森林保全活動をしている皆さんは、平成30

年7月の豪雨災害時には、これまでの活動で培った助け合い精神
を発揮させ、土砂の撤去や食事作り、避難所の寝泊りする場所
を区分けする木製パネルの組み立てを手伝うなど、会員個人が
持っている技能を使いボランティア活動を行ったそうです。

会員の沖田泰夫さんは、災害ボランティアとして長期間にわたり
支援活動を継続している功績が認められ、社会奉仕団体から表

彰されています。沖田さ
んは重機の操作や修理
ができることから、昨年の
被災地では家屋の修繕
や土砂を撤去、さらには
チェーンソーを使って倒
れた木の伐採もしたそう
です。「沖田さんは、これ
までも全国の地震や豪雨
災害の被災地で、自動
車整備工や大工をしてい
た経験を活かして、ボラ
ンティア活動に取り組んで

いました。また昨年の災害でもボラ
ンティア経験を活かし、ボランティア
センターの立ち上げや運営のノウ
ハウを提供するなど、さまざまな活
動をしていました」と櫻井さんは話
してくれました。

昨年の災害は、川や道路に森
林からの木や土砂が流出して被
害を大きくし、自然の大きな脅威、
日頃の森林保全活動の大切さを
改めて実感。また災害が起きた際には悲観するだけではなく、そ
の後どのように助け合い、
何をしないといけないの
かについて考えさせられ
たと言います。
「今後はこれまでの活

動に加えて、放置された
森林をなくして災害が起
きにくい健全な森林を増
やし、より多くの人に森林
の大切さに気付いてもら
うことが課題だと考えてい
ます」と櫻井さん。

いつ起きるか分からな
い災害と隣り合わせの中で自然と共存し、いかにして豊かな森林
を守っていくのか、皆さんの高い意識と活動に大きな期待が寄せ
られます。

「森を育てる」「人を育てる」「ボランティア精神を育てる」
自然と共存し災害に強い地域づくりの一助を担う

特
集
2 特

集
3

認定NPO法人コミュニティリーダーひゅーるぽん
https://www.hullpong.jp/

子ども、障害のある人、地域の人が
共につながるまちを目指して長年活動

▲ 事務局長の櫻井充弘さん

▲ ボランティア作業の様子（平成30年7月）

▲ こども発達支援センターの様子

▲ ヒノキの枝打ちの様子

▲ 平成29年7月に表彰された沖田泰夫さん ▲ 「山の日」記念植樹祭の様子（平成29年8月もみのき森林公園小室井山） ▲ 口田地区ボランティアセンターで活動する皆さん

さくら い みつひろ

かわぐちたか し

こばやし あ き こ

おき た やす お

ひと き

いい だ ひろ み
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